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２ 診療関連死の死因究明を行う組織について 

（１）組織のあり方について 

① 診療関連死の臨床経過や死因究明を担当する組織（以下「調査組織」とい

う。）には、中立性・公正性や、臨床・解剖等に関する高度な専門性に加

え、事故調査に関する調査権限、その際の秘密の保持等が求められる。こう

した特性を考慮し、調査組織のあり方については、行政機関又は行政機関の

中に置かれる委員会を中心に検討する。 

② なお、監察医制度等の現行の死因究明のための機構や制度との関係を整理

する必要がある。 

【中立性・公平性等】 

a） 国民・遺族と医療従事者、更には司法・行政機関の立場から見て、中立性・公平

性が明らかで、信頼のおける組織にしていくことが肝要である。 

b） 調査結果に対する信頼性の確保のためには、調査が中立的かつ厳正に行われるこ

とが必要不可欠であり、それを実現することができる体制が必要である。 

c） この点が確保されていなければ、遺族に不満が残り、結果として、従前どおり医

療従事者の刑事処分が求められ、調査組織の機能が十分果たされないということ

になりかねない。 

d） どこまでの事実がどういう手続で誰が関与してその解明が進められるのかという

プロセスの開示、更には情報提供の促進や専門家と国民、患者と医療従事者の対

話の促進が図られるような調査組織であることが望ましい。 

【調査組織の目的】 

a） 真相究明を目的とし、ひいてはそれが再発防止につながっていくという位置付け

が必要である。 

b） 調査組織の目的は、真相究明をした上で同じ事故の再発防止を図ることにある。

一つの重大な医療事故を他山の石として、再発防止のシステムを作り上げる必要

がある。 

c） 調査組織を設置して、医療従事者が自らの手で医療事故の真相究明を行うという

ことは、患者側の真相を知りたいという要求に応えるものであり、両者間の信頼

回復にも有用である。 

d） 真相究明は極めて多義的なものであり、その言葉が意味するものとして、以下の

３点が考えられる。 
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